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■
千
住
掃
部
宿
の
絵
図　

上
に
掲
げ

た
絵
図
は
千
住
掃
部
宿
の
旧
家
、
石

出
家
に
伝
来
し
た
文
政
七
年
（
一
八

二
四
）
の
絵
図
で
す
。
絵
図
の
上
が

南
で
千
住
大
橋
が
描
か
れ
下
が
千
住

一
丁
目
と
の
境
目
と
な
っ
て
い
ま
す
。

範
囲
は
現
在
の
千
住
仲
町
、
千
住
河

原
町
、
千
住
橋
戸
町
を
中
心
と
し
て
、

北
は
大
踏
切
通
り
あ
た
り
、
南
は
隅

田
川
、
西（
右
）は
千
住
龍
田
町
交
差

点
、
東（
左
）は
牛
田
駅
・
京
成
関
屋

駅
あ
た
り
と
な
り
ま
す
。

　

掃
部
宿
の
絵
図
に
河
原
町
、
橋
戸

町
が
入
っ
て
い
る
の
は
、
幕
府
の
制

度
上
、
河
原
町
と
橋
戸
町
は
掃
部
宿

の
「
枝
郷
」
だ
っ
た
か
ら
で
す
。
そ

れ
で
は
絵
図
か
ら
読
み
取
れ
る
歴
史

を
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

■
街
並
み
と
田
畑　

中
央
を
南
北
に
走
っ

て
い
る
の
が
日
光
道
中
（
旧
日
光
街
道
）

で
す
が
、
右
下
の
写
真
は
中
心
部
の
拡
大

で
す
。

　

道
の
上
に
「
掃
部
宿
往
還
」
と
記
し
て

い
ま
す
。
そ
の
左
右
に
は
屋
根
の
み
が
描

か
れ
た
家
が
軒
を
連
ね
、「
御
伝
馬
屋
敷
」

と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
「
御
伝
馬

屋
敷
」
と
は
制
度
上
の
屋
敷
名
で
宿
場
の

「
伝
馬
役
」
と
い
う
輸
送
経
費
を
負
担
す

る
屋
敷
の
こ
と
で
す
。
ち
な
み
に
家
屋
の

形
態
や
特
定
の
生
業
を
示
す
も
の
で
は
な

く
、
当
時
は
諸
問
屋
や
小
売
店
な
ど
が
数

多
く
立
地
し
て
い
ま
し
た
。

　

注
目
さ
れ
る
の
は
、
街
並
み
を
境
に
左

右
に
広
が
っ
た
田
ん
ぼ
と
畑
で
す
。
こ
れ

ま
で
明
治
時
代
の
地
図
か
ら
、
水
田
が
広

が
っ
て
い
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
ま
し
た

が
、
本
図
に
描
か
れ
た
掃
部
宿
中
心
部
の

東
西
（
左
右
）
に
は
濃
い
色
で
塗
ら
れ
た

よ
う
に
、
畑
が
広
が
っ
て
い
た
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。

　

次
の
ペ
ー
ジ
に
掲
げ
て
い
る
明
治
時
代

の
地
図
は
明
治
十
三
年
（
一
八
八
〇
）
の

測
図
で
す
が
、
絵
図
に
描
か
れ
た
畑
は
お

お
む
ね
市
街
地
（
斜
線
で
黒
く
表
現
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
）
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が

読
み
取
れ
ま
す
。
ち
な
み
に
「
御
伝
馬
屋

敷
」
裏
手
も
、
屋
敷
に
付
属
し
た
畑
地
と

し
て
濃
い
色
で
塗
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
石
出
吉
長
と
代
官
・
中
村
知
剛　

こ
の

絵
図
を
提
出
し
た
の
は
千
住
掃
部
宿
の
名

主
・
庄
左
衛
門
、
年
寄
・
善
兵
衛
、
百
姓

代
・
嘉
七
の
三
名
で
、
名
主
の
庄
左
衛
門

は
、
掃
部
宿
の
前
身
で
あ
る
掃
部
新
田
の

開
発
人
石
出
掃
部
介
吉
胤
家
の
十
二
代
目
、

石
出
吉
長
（
一
七
八
五
〜
一
八
三
四
）
で

す
。
宮
内
村
（
埼
玉
県
北
葛
飾
郡
杉
戸
町
）

の
名
望
家
の
濱
田
家
出
身
の
母
「
く
ら
」

の
子
で
、
自
身
も
濱
田
家
出
身
の
「
は
る
」

を
妻
と
し
た
人
で
、
濱
田
家
と
縁
が
深
い

人
物
で
す
。

　

吉
長
は
書
家
の
亀
田
鵬
斎
と
も
交
流
し
、

鵬
斎
か
ら
扁
額
「
開
邑
亭
」
（
か
い
ゆ
う

て
い
）
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
（
原
品
は
未

　
　
　
　
　
　
　
　
　

詳
）
。
村
を
開
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
石
出
家
の
伝
統

　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
踏
ま
え
た
命
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　

だ
っ
た
の
で
し
ょ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
。
吉
長
の
子
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

幕
末
維
新
期
に
千

　
　
　
　
　
　
　
　
　

住
宿
全
体
の
惣
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
代
表
）
を
つ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　

め
た
石
出
雄
三
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
孝
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

提
出
先
の
「
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
八
太
夫
様
御
役

　
　
　
　
　
　
　
　
　

所
」
と
あ
る
人
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
実
名
（
じ
つ
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ょ
う
）
は
幕
府
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

代
官
、
中
村
知
剛

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
と
も
か
た
。
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
四
七
〜
一
八
四

三
）
で
そ
の
役
所
を
意
味
し
ま
す
。

　

江
戸
近
郊
の
幕
領
を
支
配
し
、
馬
喰
町

の
代
官
屋
敷
に
詰
め
て
い
ま
し
た
。
千
住

宿
の
問
屋
場
・
貫
目
改
所
に
は
配
下
の
役

人
を
派
遣
し
て
お
り
、
宿
場
と
し
て
も
在

郷
町
と
し
て
も
当
時
の
千
住
宿
の
担
当
役

人
と
し
て
知
ら
れ
た
存
在
で
し
た
。

　

今
回
、
紹
介
し
た
「
千
住
掃
部
宿
絵
図
」

は
、
い
ち
ど
博
物
館
で
展
示
し
て
お
り
ま

す
が
印
刷
物
で
紹
介
し
て
い
な
い
こ
と
か

ら
本
誌
で
ご
紹
介
し
ま
し
た
。
来
年
の
千

住
宿
開
宿
４
０
０
年
に
向
け
て
こ
れ
か
ら

も
新
資
料
を
ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
学
芸
員
　
多
田
文
夫
）

千住宿開宿400年へ

石出家資料　千住掃部宿絵図の紹介

千
住
掃
部
宿
絵
図
　
石
出
家
文
書
　
郷
土
博
物
館
蔵

濃
い
色
は
畑
地
、
ひ
ろ
く
塗
ら
れ
て
い
る
薄
い
色
は
水
田

絵
図
の
部
分
拡
大
　
日
光
道
中
を
「
掃
部
宿
往
還
」

と
表
記
。
左
上
は
氷
川
社
（
現
在
の
千
住
仲
町
の
氷

川
神
社
、
右
下
は
八
幡
社
（
現
在
の
千
住
宮
元
町
の

八
幡
神
社
）

郷土博物館

せんじゅじゅく

せんじゅ　 かもん　 じゅく
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、
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（
学
芸
員
　
多
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文
夫
）

　　

文
政
十
一
年
（
一
八
二
八
）
成
立
の
地

誌
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
（
以
降
『
風

土
記
』
と
略
記
）
に
は
江
戸
時
代
当
時
の

足
立
の
村
々
の
情
勢
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
。
本
稿
で
は
、
『
風
土
記
』
の
各
村
の

鎮
守
に
関
す
る
記
述
を
手
が
か
り
に
、
そ

の
分
布
の
特
徴
を
中
心
に
考
察
す
る
。
な

お
、
千
住
宿
は
各
丁
目
、
町
に
そ
れ
ぞ
れ

鎮
守
が
あ
り
、
そ
の
様
相
が
異
な
る
と
考

え
る
の
で
今
回
は
取
り
上
げ
て
い
な
い
。

　

鎮
守
と
な
っ
た
神
社
の
内
訳
に
つ
い
て

『
風
土
記
』
に
よ
れ
ば

　

氷
川
社　
　

十
四
カ
村　

　

稲
荷
社　
　

十
四
カ
村

　

八
幡
社　
　

二
カ
村

　

第
六
天
社　

二
カ
村

　

神
明
社　
　

二
カ
村

　

諏
訪
社　
　

一
カ
村

　

記
載
な
し　

六
カ
村

と
な
っ
て
お
り
、
氷
川
・
稲
荷
両
社
が
圧

倒
的
に
多
い
。
さ
ら
に
両
社
の
分
布
に
注

視
す
る
と
、
氷
川
社
は
西
部
に
広
く
分
布

し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
稲
荷
社
は
東
部
、

と
く
に
綾
瀬
川
以
東
に
広
く
分
布
し
て
い

る
こ
と
が
判
明
す
る
。
（
三
頁
図
参
照
）

西
部
は
淵
江
村
・
沼
田
村
・
伊
興
村
・
保

木
間
村
と
い
っ
た
中
世
以
来
の
村
落
が
あ

る
地
域
で
あ
る
。
ま
た
、
伊
興
村
・
保
木

間
村
・
竹
塚
村
三
カ
村
の
鎮
守
で
あ
る
伊

興
氷
川
社
、
舎
人
村
・
入
谷
村
・
遊
馬
村

（
現
、
草
加
市
）
三
カ
村
の
鎮
守
で
あ
る

舎
人
氷
川
社
の
よ
う
に
複
数
の
村
の
鎮
守

を
兼
ね
る
神
社
も
あ
り
、
こ
れ
は
氷
川
神

社
の
み
の
特
徴
で
あ
る
。
一
方
、
東
部
に

は
普
賢
寺
村
・
北
三
谷
村
と
い
っ
た
江
戸

時
代
初
期
に
開
発
さ
れ
た
村
を
は
じ
め
と

す
る
江
戸
時
代
以
降
に
成
立
し
た
新
村
が

集
中
す
る
地
域
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
東

西
を
二
分
す
る
よ
う
に
分
布
す
る
氷
川
・

稲
荷
両
社
は
各
村
の
成
立
時
期
に
起
因
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
新
田
開
発
地
域
に
多
い
稲
荷

社
に
つ
い
て
『
風
土
記
』
の
記
述
か
ら
さ

ら
な
る
特
徴
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

■
新
田
開
発
と
稲
荷

　

稲
荷
信
仰
は
、
都
市
部
で
は
「
流
行
神

的
現
象
で
、
商
売
繁
盛
や
病
気
治
し
に
霊

験
あ
ら
た
か
な
神
」
と
し
て
、
農
村
部
で

は
農
業
神
と
し
て
機
能
し
た
よ
う
に
、
多

面
的
な
展
開
を
し
た
信
仰
で
あ
る
（
宮
田
、

一
九
八
四
年
）
。
新
田
開
発
で
成
立
し
た

村
の
鎮
守
稲
荷
社
は
豊
作
を
祈
る
農
業
神

へ
の
信
仰
が
中
心
と
考
え
ら
れ
る
が
、
小

右
衛
門
新
田
の
稲
荷
社
（
現
小
右
衛
門
稲

荷
神
社
）
の
よ
う
に
稲
荷
神
に
命
を
救
わ

れ
た
開
発
者
が
、
後
に
稲
荷
社
を
祀
る
場

合
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
（
『
足
立
区
風

土
記
稿
』
地
区
編
５
）
。

■
村
持
の
稲
荷

　

鎮
守
社
の
管
理
と
い
う
視
点
か
ら
、
稲

荷
社
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
鎮
守
社

に
限
ら
ず
江
戸
時
代
の
神
社
は
村
が
管
理

す
る「
村
持
」と
寺
が
管
理
す
る
「
寺
持
」

が
あ
っ
た
。
明
治
の
神
仏
分
離
令
以
前
に

は
、
寺
持
の
神
社
は
別
当
寺
と
呼
ば
れ
る

寺
院
に
管
理
さ
れ
て
い
た
。

　

足
立
の
鎮
守
稲
荷
社
の
場
合
、
村
持
は
、

西
部
の
鹿
浜
新
田
（
鹿
浜
村
別
村
）
、
東

部
の
小
右
衛
門
新
田
・
次
郎
左
衛
門
新
田
・

長
左
衛
門
新
田
・
佐
野
新
田
・
辰
沼
新
田

の
六
カ
村
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
村
は
稲

荷
社
以
外
に
寺
社
が
な
い
か
、
小
堂
や
庵

し
か
な
い
村
で
あ
っ
た（『
風
土
記
』）。
村

持
の
鎮
守
は
稲
荷
社
の
み
の
特
徴
で
あ
る
。

■
寺
持
の
稲
荷

　

寺
持
八
カ
村
の
別
当
寺
は
以
下
の
通
り

で
あ
る
。

①
加
々

　

領
家
村（
現
埼
玉
県
川
口
市
領
家
）、
日

　

蓮
宗
感
応
寺

②
皿
沼

　

鹿
浜
村
、
新
義
真
言
宗
宝
蔵
寺
（
豊
島

　

郡
赤
羽
村
宝
幢
院
末
）

＊
加
々
・
皿
沼
は
鹿
浜
村
の
別
村
、
と
も

　

に
鹿
浜
村
の
元
小
名

③
久
右
衛
門
新
田

　

日
蓮
宗
法
立
寺
（
嶋
根
村
国
土
安
穏
寺

　

末
）

④
北
三
谷
村 

新
義
真
言
宗
宝
蔵
寺

⑤
普
賢
寺
村 

新
義
真
言
宗
養
福
寺

⑥
五
兵
衛
新
田 

新
義
真
言
宗
観
音
寺

⑦
蒲
原
村 

新
義
真
言
宗
円
性
寺

以
上
、
葛
飾
郡
青
戸
村
宝
持
院
末

　

寺
持
は
日
蓮
宗
寺
院
が
二
ヵ
村
、
新
義

真
言
宗
寺
院
が
六
ヵ
村
で
あ
る
。
氷
川
社

他
の
鎮
守
の
別
当
寺
も
新
義
真
言
宗
が
多

く
、
西
新
井
総
持
寺
、
本
木
吉
祥
院
、
沼

田
恵
明
寺
の
末
寺
が
勤
め
て
い
る
。
そ
し

て
、
東
部
の
寺
持
の
稲
荷
社
の
別
当
寺
も

新
義
真
言
宗
の
宝
持
院
末
の
寺
院
で
あ
っ
た
。

■
青
戸
宝
持
院

　

『
風
土
記
』
に
よ
れ
ば
、
宝
持
院
は
隣

郡
の
葛
飾
郡
青
戸
村
（
現
葛
飾
区
青
戸
）

所
在
の
新
義
真
言
宗
寺
院
で
、
醍
醐
寺
報

恩
院
末
で
あ
っ
た
。
天
養
二
年
（
一
一
四

五
）
の
創
建
で
、
開
基
弁
証
と
伝
え
、
慶

安
元
年
（
一
六
四
八
）
に
江
戸
幕
府
よ
り

五
石
の
寺
領
を
賜
っ
て
い
る
。
ま
た
、
近

郷
三
十
カ
寺
の
本
寺
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、

足
立
の
新
田
村
に
は
総
持
寺
を
は
じ
め
と

す
る
郡
内
有
力
の
新
義
真
言
宗
寺
院
の
勢

力
と
は
異
な
る
宝
持
院
の
勢
力
が
流
入
し

た
の
で
あ
る
。

　

江
戸
時
代
に
お
け
る
足
立
の
鎮
守
に
つ

い
て
そ
の
分
布
状
況
を
中
心
に
考
察
し
た
。

江
戸
時
代
以
前
成
立
の
村
で
は
氷
川
社
を
、

以
後
成
立
の
村
で
は
稲
荷
社
を
鎮
守
と
す

る
傾
向
が
顕
著
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
稲
荷

社
の
場
合
、
鎮
守
の
管
理
は
村
持
・
寺
持

が
あ
り
、
村
持
は
稲
荷
社
の
み
の
特
徴
で

あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
稲
荷
の
別
当
寺
の
多

く
が
青
戸
村
宝
持
院
の
末
寺
で
あ
っ
た
こ

と
も
明
ら
か
で
あ
り
、
同
地
域
に
お
け
る

新
義
真
言
宗
の
分
布
と
し
て
も
興
味
深
い

も
の
で
あ
っ
た
。

【
参
考
文
献
】
宮
田
登
「
稲
荷
信
仰
の
浸

　

透
と
民
衆
」
（
直
江
廣
治
編
『
稲
荷
信

　

仰
』
雄
山
閣
出
版
、
一
九
八
四
年
、
初

　

出
は
一
九
七
六
年
）

　
　
　
　
　

（
足
立
区
文
化
財
調
査
員
）

新
田
開
発
と
稲
荷

関
口
　
崇
史

二万分之一迅速測図「下谷」　明治 13(1880) 年測図、明治
20（1887）年発行
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文
政
十
一
年
（
一
八
二
八
）
成
立
の
地

誌
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
（
以
降
『
風

土
記
』
と
略
記
）
に
は
江
戸
時
代
当
時
の

足
立
の
村
々
の
情
勢
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
。
本
稿
で
は
、
『
風
土
記
』
の
各
村
の

鎮
守
に
関
す
る
記
述
を
手
が
か
り
に
、
そ

の
分
布
の
特
徴
を
中
心
に
考
察
す
る
。
な

お
、
千
住
宿
は
各
丁
目
、
町
に
そ
れ
ぞ
れ

鎮
守
が
あ
り
、
そ
の
様
相
が
異
な
る
と
考

え
る
の
で
今
回
は
取
り
上
げ
て
い
な
い
。

　

鎮
守
と
な
っ
た
神
社
の
内
訳
に
つ
い
て

『
風
土
記
』
に
よ
れ
ば

　

氷
川
社　
　

十
四
カ
村　

　

稲
荷
社　
　

十
四
カ
村

　

八
幡
社　
　

二
カ
村

　

第
六
天
社　

二
カ
村

　

神
明
社　
　

二
カ
村

　

諏
訪
社　
　

一
カ
村

　

記
載
な
し　

六
カ
村

と
な
っ
て
お
り
、
氷
川
・
稲
荷
両
社
が
圧

倒
的
に
多
い
。
さ
ら
に
両
社
の
分
布
に
注

視
す
る
と
、
氷
川
社
は
西
部
に
広
く
分
布

し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
稲
荷
社
は
東
部
、

と
く
に
綾
瀬
川
以
東
に
広
く
分
布
し
て
い

る
こ
と
が
判
明
す
る
。
（
三
頁
図
参
照
）

西
部
は
淵
江
村
・
沼
田
村
・
伊
興
村
・
保

木
間
村
と
い
っ
た
中
世
以
来
の
村
落
が
あ

る
地
域
で
あ
る
。
ま
た
、
伊
興
村
・
保
木

間
村
・
竹
塚
村
三
カ
村
の
鎮
守
で
あ
る
伊

興
氷
川
社
、
舎
人
村
・
入
谷
村
・
遊
馬
村

（
現
、
草
加
市
）
三
カ
村
の
鎮
守
で
あ
る

舎
人
氷
川
社
の
よ
う
に
複
数
の
村
の
鎮
守

を
兼
ね
る
神
社
も
あ
り
、
こ
れ
は
氷
川
神

社
の
み
の
特
徴
で
あ
る
。
一
方
、
東
部
に

は
普
賢
寺
村
・
北
三
谷
村
と
い
っ
た
江
戸

時
代
初
期
に
開
発
さ
れ
た
村
を
は
じ
め
と

す
る
江
戸
時
代
以
降
に
成
立
し
た
新
村
が

集
中
す
る
地
域
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
東

西
を
二
分
す
る
よ
う
に
分
布
す
る
氷
川
・

稲
荷
両
社
は
各
村
の
成
立
時
期
に
起
因
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
新
田
開
発
地
域
に
多
い
稲
荷

社
に
つ
い
て
『
風
土
記
』
の
記
述
か
ら
さ

ら
な
る
特
徴
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

■
新
田
開
発
と
稲
荷

　

稲
荷
信
仰
は
、
都
市
部
で
は
「
流
行
神

的
現
象
で
、
商
売
繁
盛
や
病
気
治
し
に
霊

験
あ
ら
た
か
な
神
」
と
し
て
、
農
村
部
で

は
農
業
神
と
し
て
機
能
し
た
よ
う
に
、
多

面
的
な
展
開
を
し
た
信
仰
で
あ
る
（
宮
田
、

一
九
八
四
年
）
。
新
田
開
発
で
成
立
し
た

村
の
鎮
守
稲
荷
社
は
豊
作
を
祈
る
農
業
神

へ
の
信
仰
が
中
心
と
考
え
ら
れ
る
が
、
小

右
衛
門
新
田
の
稲
荷
社
（
現
小
右
衛
門
稲

荷
神
社
）
の
よ
う
に
稲
荷
神
に
命
を
救
わ

れ
た
開
発
者
が
、
後
に
稲
荷
社
を
祀
る
場

合
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
（
『
足
立
区
風

土
記
稿
』
地
区
編
５
）
。

■
村
持
の
稲
荷

　

鎮
守
社
の
管
理
と
い
う
視
点
か
ら
、
稲

荷
社
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
鎮
守
社

に
限
ら
ず
江
戸
時
代
の
神
社
は
村
が
管
理

す
る「
村
持
」と
寺
が
管
理
す
る
「
寺
持
」

が
あ
っ
た
。
明
治
の
神
仏
分
離
令
以
前
に

は
、
寺
持
の
神
社
は
別
当
寺
と
呼
ば
れ
る

寺
院
に
管
理
さ
れ
て
い
た
。

　

足
立
の
鎮
守
稲
荷
社
の
場
合
、
村
持
は
、

西
部
の
鹿
浜
新
田
（
鹿
浜
村
別
村
）
、
東

部
の
小
右
衛
門
新
田
・
次
郎
左
衛
門
新
田
・

長
左
衛
門
新
田
・
佐
野
新
田
・
辰
沼
新
田

の
六
カ
村
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
村
は
稲

荷
社
以
外
に
寺
社
が
な
い
か
、
小
堂
や
庵

し
か
な
い
村
で
あ
っ
た（『
風
土
記
』）。
村

持
の
鎮
守
は
稲
荷
社
の
み
の
特
徴
で
あ
る
。

■
寺
持
の
稲
荷

　

寺
持
八
カ
村
の
別
当
寺
は
以
下
の
通
り

で
あ
る
。

①
加
々

　

領
家
村（
現
埼
玉
県
川
口
市
領
家
）、
日

　

蓮
宗
感
応
寺

②
皿
沼

　

鹿
浜
村
、
新
義
真
言
宗
宝
蔵
寺
（
豊
島

　

郡
赤
羽
村
宝
幢
院
末
）

＊
加
々
・
皿
沼
は
鹿
浜
村
の
別
村
、
と
も

　

に
鹿
浜
村
の
元
小
名

③
久
右
衛
門
新
田

　

日
蓮
宗
法
立
寺
（
嶋
根
村
国
土
安
穏
寺

　

末
）

④
北
三
谷
村 

新
義
真
言
宗
宝
蔵
寺

⑤
普
賢
寺
村 

新
義
真
言
宗
養
福
寺

⑥
五
兵
衛
新
田 

新
義
真
言
宗
観
音
寺

⑦
蒲
原
村 

新
義
真
言
宗
円
性
寺

以
上
、
葛
飾
郡
青
戸
村
宝
持
院
末

　

寺
持
は
日
蓮
宗
寺
院
が
二
ヵ
村
、
新
義

真
言
宗
寺
院
が
六
ヵ
村
で
あ
る
。
氷
川
社

他
の
鎮
守
の
別
当
寺
も
新
義
真
言
宗
が
多

く
、
西
新
井
総
持
寺
、
本
木
吉
祥
院
、
沼

田
恵
明
寺
の
末
寺
が
勤
め
て
い
る
。
そ
し

て
、
東
部
の
寺
持
の
稲
荷
社
の
別
当
寺
も

新
義
真
言
宗
の
宝
持
院
末
の
寺
院
で
あ
っ
た
。

■
青
戸
宝
持
院

　

『
風
土
記
』
に
よ
れ
ば
、
宝
持
院
は
隣

郡
の
葛
飾
郡
青
戸
村
（
現
葛
飾
区
青
戸
）

所
在
の
新
義
真
言
宗
寺
院
で
、
醍
醐
寺
報

恩
院
末
で
あ
っ
た
。
天
養
二
年
（
一
一
四

五
）
の
創
建
で
、
開
基
弁
証
と
伝
え
、
慶

安
元
年
（
一
六
四
八
）
に
江
戸
幕
府
よ
り

五
石
の
寺
領
を
賜
っ
て
い
る
。
ま
た
、
近

郷
三
十
カ
寺
の
本
寺
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、

足
立
の
新
田
村
に
は
総
持
寺
を
は
じ
め
と

す
る
郡
内
有
力
の
新
義
真
言
宗
寺
院
の
勢

力
と
は
異
な
る
宝
持
院
の
勢
力
が
流
入
し

た
の
で
あ
る
。

　

江
戸
時
代
に
お
け
る
足
立
の
鎮
守
に
つ

い
て
そ
の
分
布
状
況
を
中
心
に
考
察
し
た
。

江
戸
時
代
以
前
成
立
の
村
で
は
氷
川
社
を
、

以
後
成
立
の
村
で
は
稲
荷
社
を
鎮
守
と
す

る
傾
向
が
顕
著
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
稲
荷

社
の
場
合
、
鎮
守
の
管
理
は
村
持
・
寺
持

が
あ
り
、
村
持
は
稲
荷
社
の
み
の
特
徴
で

あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
稲
荷
の
別
当
寺
の
多

く
が
青
戸
村
宝
持
院
の
末
寺
で
あ
っ
た
こ

と
も
明
ら
か
で
あ
り
、
同
地
域
に
お
け
る

新
義
真
言
宗
の
分
布
と
し
て
も
興
味
深
い

も
の
で
あ
っ
た
。

【
参
考
文
献
】
宮
田
登
「
稲
荷
信
仰
の
浸

　

透
と
民
衆
」
（
直
江
廣
治
編
『
稲
荷
信

　

仰
』
雄
山
閣
出
版
、
一
九
八
四
年
、
初

　

出
は
一
九
七
六
年
）

　
　
　
　
　

（
足
立
区
文
化
財
調
査
員
）

鎮守を稲荷神社・氷川神社とする村の分布図
『新編武蔵国風土記稿』より作成

＊村鎮守と明記されているものに限る。また、現在の主神、鎮守名と異なる
　ものもある。（千住地域及び柳原は除いた）

足立区登録無形民俗文化財

押部阿弥陀院　百万遍
　大数珠をみんなで回しながら念仏を唱え、
集落の無病息災を祈る行事です。

日にち　令和６年５月26日（日曜日）
時　間　午後３時から
場　所　阿弥陀院　鹿浜７－19－７

見学できます
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■
リ
ヤ
カ
ー
送
炭　

第
１
貯
炭
場
は
、
貯

炭
量
５
０
０
０
ｔ
、
送
炭
方
法
は
自
然
落

下
式
送
炭
設
備
で
、
貯
炭
場
の
中
央
に
あ

る
送
炭
ホ
ッ
パ
ー
に
石
炭
を
落
と
し
込
み

ま
し
た
。
５
０
０
０
ｔ
の
う
ち
自
然
落
下

で
の
送
炭
は
１
１
０
０
ｔ
。
残
り
３
９
０

０
ｔ
は
機
械
力
の
導
入
ま
で
は
人
力
に
よ
る

送
炭
を
行
い
ま
し
た
。
人
力
送
炭
は
、
水

力
の
予
備
火
力
で
発
電
も
時
た
ま
と
い
う

時
代
、
余
裕
を
も
っ
て
送
炭
が
行
え
る
と

い
う
想
定
の
も
の
だ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
常
時
発
電
に
な
る
と
請
負
作

業
員
が
２
人
一
組
と
な
り
、
リ
ヤ
カ
ー
に

満
載
し
た
石
炭
を
中
央
に
あ
る
ホ
ッ
パ
ー

ま
で
運
び
、
次
々
に
落
と
し
込
ん
だ
と
い

い
ま
す
。

　

服
装
は
サ
ル
マ
タ
ひ
と
つ
に
地
下
足
袋
、

頭
に
ハ
チ
マ
キ
と
い
う
い
で
た
ち
で
、
ハ

ダ
カ
に
な
っ
て
脂
汗
と
石
炭
ぼ
こ
り
で
真

っ
黒
に
な
り
、
全
身
か
ら
滝
の
よ
う
に
流

れ
る
汗
に
ま
み
れ
て
調
子
を
取
り
な
が
ら

立
ち
廻
り
、
一
升
飯
を
食
べ
な
が
ら
送
炭

し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

リ
ヤ
カ
ー
送
炭
が
間
に
合
わ
な
く
な
る

と
発
電
所
の
社
員
も
駆
り
出
さ
れ
た
よ
う

で
す
。
ま
た
、
戦
時
中
は
人
手
不
足
で
、

渇
水
期
な
ど
の
水
力
発
電
所
の
職
員
が
応

援
に
駆
け
付
け
て
き
た
と
い
い
ま
す
。

　

更
に
第
２
貯
炭
場
あ
た
り
は
機
械
力
に

よ
る
送
炭
が
不
十
分
だ
っ
た
た
め
、
肩
荷

役
（
か
た
に
え
き
）
、
通
称
軽
子
（
か
る

こ
）
と
呼
ば
れ
る
作
業
員
が
台
秤
（
だ
い

ば
か
り
）
で
パ
イ
ス
ケ
（
註
）
ひ
と
籠
ず

つ
計
量
し
、
排
水
口
あ
た
り
ま
で
運
ん
だ

と
い
い
ま
す
。
排
水
口
に
あ
い
び
板
と
呼

ん
だ
ら
し
い
板
を
渡
し
、
石
炭
を
か
つ
い

だ
軽
子
が
そ
の
上
で
ふ
ら
つ
き
水
路
に
落

ち
込
む
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
リ
グ
レ
ミ
ン
グ
ク
レ
ー
ン
や

ポ
ー
タ
ブ
ル
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
ー
、
ス
ト

ッ
キ
ン
グ
コ
ン
ベ
ア
ー
な
ど
を
設
置
し
機

械
力
の
充
実
を
図
り
、
重
作
業
の
解
消
、

労
働
環
境
の
大
幅
な
改
善
が
は
か
ら
れ
た

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

機
械
力
の
無
い
時
代
、
送
炭
作
業
は
人

手
に
頼
る
し
か
な
く
、
な
み
な
み
な
ら
ぬ

苦
労
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

発
電
所
廃
止
後
、
本
館
と
貯
炭
場
跡
地

は
、
東
電
の
関
連
企
業
、
東
電
物
流
株
式

会
社
東
京
事
業
所
が
配
電
用
資
材
の
保
管
・

管
理
・
運
営
に
使
用
し
て
い
ま
す
。

　

構
内
に
は
、
煙
突
位
置
を
示
す
マ
ー
キ

ン
グ
が
あ
り
ま
し
た
。
筆
者
は
平
成
二
八

年
に
、
当
時
、
千
住
資
材
セ
ン
タ
ー
だ
っ

た
現
地
で
確
認
し
ま
し
た
（
詳
し
く
は

『
お
化
け
煙
突
の
世
界　

思
い
出
す
ま
ま

に
』
に
記
述
）
。
今
回
、
こ
の
場
所
を
管

轄
し
て
い
る
東
京
電
力
／
野
支
店
に
確
認

し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
現

在
、
こ
の
マ
ー
キ
ン
グ

は
不
明
で
あ
る
と
い
う

こ
と
で
し
た
。

■
石
炭
計
量
機　

メ
リ

ッ
ク
式
S
型
と
言
い
２

台
設
置
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
石
炭
を
扱
う
作
業

員
詰
め
所
に
遠
隔
表
示

装
置
お
よ
び
印
字
装
置

が
設
置
し
て
あ
り
、
こ

こ
で
揚
炭
数
量
を
把
握

し
、
石
炭
受
け
渡
し
数

量
の
証
明
を
行
い
ま
し

た
。

　

毎
年
１
回
、
東
京
計

量
器
検
定
所
の
部
品
お

よ
び
性
能
の
検
査
を
受

け
、
合
格
後
初
め
て
使

用
す
る
と
い
う
厳
正
対

処
で
、
使
用
中
に
疑
義

が
生
じ
た
場
合
は
、
す

み
や
か
に
石
炭
の
重
量

テ
ス
ト
な
ど
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

■
重
油　

隅
田
川
上
流
側
取
水
口
の
脇
に

５
３
０
ｔ
、
下
流
側
、
灰
処
理
場
と
社
宅

の
境
界
あ
た
り
に
２
０
０
０
ｔ
の
ス
ト
レ

ー
ジ
（
貯
蔵
）
タ
ン
ク
が
あ
り
、
汽
缶
室

A
室
、
隅
田
川
寄
り
の
４
号
缶
隣
接
屋
外

に
設
置
し
て
あ
る
６
０
ｔ
の
サ
ー
ビ
ス
タ

ン
ク
に
そ
れ
ぞ
れ
の
貯
蔵
タ
ン
ク
の
バ
ル

ブ
を
切
り
替
え
な
が
ら
送
油
し
て
い
ま
し

た
。
そ
の
サ
ー
ビ
ス
タ
ン
ク
か
ら
、
９
号

の
重
油
専
燃
缶
と
他
の
１
１
缶
の
助
燃
装

置
へ
送
油
す
る
間
に
オ
イ
ル
ヒ
ー
タ
ー
で

９
０
〜
９
５
℃
程
度
に
温
め
、
バ
ー
ナ
ー

で
噴
霧
し
燃
焼
さ
せ
ま
し
た
。
重
油
の
油

質
や
成
分
な
ど
は
資
料
が
無
く
不
明
で
す
。

資
料
が
見
つ
か
れ
ば
ラ
ッ
キ
ー
で
す
。

　
　
　
　

（
元
千
住
火
力
発
電
所
所
員
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
づ
く

（
註
）
パ
イ
ス
ケ…

篠
竹
な
ど
で
編
ん
だ

円
形
の
浅
い
籠
の
こ
と
。
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⑬
燃
料
②

送炭風景のイメージ図（格和氏画）


